
株）日本医療総合研究所 地域づくり推進部 川越雅弘

第6回日本地域包括ケア学会

シンポジウム①「進化する多職種連携：行政や福祉との連携」（令和7年1月12日、日本医師会館）

ごちゃまぜの会を活用した地域資源の見える化・ネットワーク化と

互助・共助の協働に向けた取組

（内容）

１．自己紹介（現在の主な業務等）

２．小職の問題意識と本日のテーマについて

３．地域資源の見える化・ネットワーク化に向けた取組

４．医療・介護と福祉の連携に向けて
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１. 自己紹介

（職歴及び現在の主な業務について）
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【厚労省】社会保障審議会介護給付費分科会専門委員／介護報酬改定検証・研究委員会委員

【老健局】在宅医療・介護連携推進支援事業検討委員会_連携支援・研修WG_委員長

【老健事業】在宅医療・介護連携推進事業のコーディネーター支援及びスキルアップに関する調査研究事業_委員長

【老健局】地域づくり加速化事業_伴走的支援アドバイザー

【老健事業】 「効果的な施策を展開するための考え方の点検ツール」の都道府県による市町村支援への活用に関する調
査研究検討委員会_委員長

職歴及び現在の主な業務について（地域包括ケア／地域づくり関連）

⚫ 島根県：島根県老人福祉計画・介護保険事業支援計画策定委員会_委員長（現在）

⚫ 北本市：第9期介護保険事業計画策定業務(一般公募で受託)（R4-5年度）

⚫ 川越市：介護保険事業計画等審議会_委員（現在）

⚫ 国立市：国立市地域医療計画推進会議_副委員長（現在）

⚫ 北本市社協：地域福祉事業に関するアドバイザー（現在）

⚫ 大学在籍時：地域包括ケア推進セミナーの定期開催（月1回、毎回2名の講演＋意見交換会、合計2時間）

⚫ 北本市ほか：地域共生社会の実現を目指した「ごちゃまぜの会」の企画・運営支援 ほか
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⚫ 1987.4～ 民間企業勤務（川崎製鉄、帝人、経営総合研究所から東京海上火災保険株式会社に出向）

⚫ 1997.12～ 日本医師会総合政策研究機構（最終：主席研究員） 

⚫ 2005.11～ 国立社会保障・人口問題研究所（最終：社会保障基礎理論研究部 部長）

⚫ 2017.4～ 埼玉県立大学大学院／研究開発センター 教授

⚫ 2024.4～ (株)日本医療総合研究所 地域づくり推進部 部長／認知症介護研究・研修東京センター 研究員

主な職歴

厚労省関連（R6年度）

地域課題・資源の見える化／ネットワーク化／課題解決の推進

自治体等への主な支援

市町村・医師会・コーディネーターの

協働の推進

本日の講演内容に

関すること



２. 小職の問題意識と本日のテーマについて
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人口構造の変化に伴うニーズの変化

⇒「共助」と「互助」の融合による地域ごとの包括ケアシステムの構築が必要に
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⚫ 2040年にかけて、85歳以上人口が急増する。

⚫ 85歳以上高齢者は、医療・介護・生活支援に対するニーズが高い。そこで、これらサービスや支援が包

括的に提供される仕組み（＝地域包括ケアシステム）の構築が現在進められている。

ポイント

人口構造の変化（全国） 包括的な支援を必要とする85歳以上高齢者

出所）国立社会保障・人口問題研究所：日本の地域別将来推計人口

（令和5年推計）より作成

「共助」

「互助」

出所）厚生労働省：これからの地域づくり戦略を一部改変



出所）厚生労働省：介護保険制度をめぐる最近の動向について、第925回介護保険部会 資料1（令和4年3月24日）を改変

地域包括ケアシステムの構成要素の強化に向けた主な事業の位置づけと

小職の問題意識
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多様な主体による支援（互助）

※高齢者の在宅生活を支えるためには、多

様な主体による生活支援体制の充実ととも

に、社会参加を通じて高齢者の介護予防を

図る必要がある。そのための事業が「総合事

業」「生活支援体制整備事業」である。

（地域福祉を担う社協、協議体のハンドリン

グ、コーディネーターの役割が重要に！）

専門職による支援（共助）

※市町村、地区医師会、在宅医療コーデ

ィネーター等が連携しながら、在宅医療・介

護に関する地域課題の解決に向け、体制

整備と連携強化を図るための事業が「在

宅医療・介護連携推進事業」である。

（協議会・作業部会のハンドリング、コーデ

ィネーターの役割が重要に！）

小職の問題意識

⚫ 「共助」「互助」の機能強化に向けた事業は現在展開されているが、両者の融合をどう図っていくかが

最終課題となる。

⚫ 共助サービスは見える化も連携強化も図られているが、互助領域の資源の見える化、ネットワーク化

はあまり進んでいない。



３. 地域資源の見える化・ネットワーク化に向けた取組
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＜Step１＞

地域活動／支援ニーズ／地域のキーパーソンを知る



埼玉県立大主催の地域包括ネットワーク会議

大学主催のセミナー等を活用した支援ニーズ／支援者活動の把握

8

日付 タイトル 講演者 人数

4/9 フードバンク埼玉の活動報告 フードバンク埼玉_永田信雄氏
63

本業を通じた地域貢献の取り組みについて ㈱イトーヨーカドー経営企画室_強矢健太郎氏

4/23 社会資源の有効活用 埼玉県環境部 資源循環推進課_江原宏和氏
63

大宮アルディージャ版 みんなのシン・みつプロジェクト 大宮アルディージャ事業本部 社会連携担当_安田光志氏

5/14 子どもたちの笑顔あふれる地域作り：学校応援団と地域の取組み 市立松山第2小学校学校応援コーディネーター_木村貴世氏
48

セントラルスポーツの介護予防・フレイル予防サポート セントラルスポーツ㈱健康サポート部_大東俊彦氏

5/28 社会はひとつずつ変えることができる：フードパントリーを事例として 筑波大附属坂戸高校_菱沼幸歩氏
66

デニーズで、認知症本人ミーティング ㈱セブン＆アイ・フードシステムズ南越谷事務所_柴崎達也氏

6/11 異業種、多職種の事業者が協働し、地域貢献活動≒事業活動になる関係

性づくり
医療・福祉・環境経営支援機構_櫻井 誠氏

66

社会資源との協働による地域コミュニティづくり「ウェルカフェ」の展開 ウェルシア薬局㈱_宮崎進一氏

6/25 訪問と学習支援で子どもたちを支える 彩の国子ども・若者支援ネットワーク_白鳥勲氏
62

介護予防×ICT ㈱ジーシーシースタッフ_林 千秋氏

7/9 障がいのある人ない人まぜこぜに：クッキーでつくるおいしい社会 NPO法人クッキープロジェクト_若尾明子氏
58

民間企業による社会課題解決型事業の事例 ㈱NTTデータ経営研究所_大野孝史氏

7/30 コロナ禍の食育とその意味 NPO法人食育研究会MoguMogu_松成容子氏
47

健康感から健康観へ～まちの皆さまの健康な毎日に寄り添う薬局を目指す～ 薬樹R&D㈱_吉澤隆治氏

8/27 芝園団地における多文化共生のまちづくり：地域と学生の連携による取組み 芝園かけはしプロジェクト_圓山王国氏
54

支える人と支えられる人が入れ替わりながら支え合える社会を目指して 生活クラブ生活協同組合 埼玉本部_穴澤 修氏

9/10 戸田市のワクチン接種とSDGｓ 戸田副市長_内田貴之氏
51

ドコモのCSR活動および高齢者サポートの取組みについて ㈱ドコモCS 埼玉支店_石原崇之氏



埼玉県立大主催の地域包括ネットワーク会議

セミナー・シンポジウムの活用により把握された地域課題の一例
ー社会的養護出身者が抱える課題と必要な支援とは何かー
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＜Step２＞

市町村でのモデル試行
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セミナー等でつながったキーパーソンとの交渉とごちゃまぜの会の立ち上げ

1. フードバンク埼玉との連携打合せ(2020/12/14)
⚫ 北本市社協は、市内の子ども食堂を増やすため、子ども

食堂の担い手研修などを実施。子ども食堂支援のため、

食材提供も実施していた。

⚫ フードバンク埼玉のエリア拠点として活動しても良いとの話

があり、具体的連携に関して打合せを実施。

2. 大学主催のセミナー・NW会議への参加の打診

⚫ 社協担当者にセミナー等を案内。2-3回参加される。

⚫ その後、エリアNW会議の開催を打診し、了解される。

3. エリアNW会議の開催に関する打合せ(2021.2.19)
⚫ エリアNW会議の実施方法や時期について意見交換を実

施。その中で、コアメンバーの選定を打診した。

4. 第1回コアメンバー会議(2021.3.24)
⚫ コアメンバーの自己紹介

⚫経緯説明＆NW会議の目的を共有

5. 第2回コアメンバー会議(2021.4.14)
⚫ NW会議の内容／方法／時期に関する打合せ

6. 第3回コアメンバー会議(2021.5.28)
⚫講演者／会議名称／プログラムに関する打合せ
⚫開催日を7/10に確定。7月の「社協だより」に掲載

7. 第4回コアメンバー会議(2021.6.29)
⚫講演者を確定(5名)

⚫参加希望者の現状報告(30名程度が応募)

⚫当日の運営方法の最終確認を実施

8. 第1回「きたもとごちゃまぜの会」を開催(2021.7.10)
⚫参加者数は約50名

主な経過
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取組の成果（①把握した地域資源の見える化の推進）

出所）きたもとお宝マップ（地域包括ケアガイドマップ）HPより引用

https://sites.google.com/view/kitamoto-otakaramap/%E9%80%9A%E3%81%84%E3%81%AE%E5%A0%B4

https://sites.google.com/view/kitamoto-otakaramap/%E9%80%9A%E3%81%84%E3%81%AE%E5%A0%B4
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取組の成果（②社協のマッチング力の向上および課題解決案件の発生）

1. 婚活アドバイザー（Aさん）

•北本で婚活パーティーなどを行い、結婚に結び付けて子どもを増やして、「街を活性化したい！」

2. 福祉用具専門相談員

•福祉用具レンタル

•住宅改修

3. 老舗定食屋の長女

•宴会場あり

•送迎バスあり／マイクロバスの運転も可能

• 「市内飲食店の活性化をしたい！」

発表者が有する機能の見える化

社協とコラボして、高齢者の買い物・食事ツアー開催

1. 協議体での話し合い（2022.7）
•第２層協議体(地域住民の話し合いの場)にて、
高齢者の「買い物困難」という課題について話

し合い、地域の飲食店「あさひ庵」のバスを活用

して、食事後に市内ショッピングモールへ買い物
に行くツアーを企画することとなった。

2. 「買いもの・食事バスツアーの開催」（2022.8）
•参加者は、食事や買い物を楽しむだけでなく、

参加者同士の会話なども楽しみ、「非日常」で

の体験を満喫。

•買い物や食事をすること以上に、このような人と

触れ合える「場」の開催が好評であった。
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＜Step３＞

他の市町村への展開



埼玉県立大主催の地域包括ネットワーク会議

北本市での展開手法の横展開（さいたま・越谷・川越・鴻巣・志木・熊谷）
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「ごちゃまぜの会」の展開状況

会の名称
市町村名

（人口）
開始日 開催回数 事務局

きたもとごちゃまぜの会
北本市

（約6.5万人）
2021年7月10日

10回
（対面1回）

北本市社協

越谷ごちゃまぜの会
越谷市

（約34.3万人）
2023年2月26日

6回
（対面1回）

埼玉県立大学

→川越・河合で継続

さいたまごちゃまぜの会
さいたま市

（約134.5万人）
2023年8月26日

4回
（対面1回）

埼玉県立大学

→川越・河合で継続

めぐり逢エールかわごえ
川越市

（約35.3万人）
2024年1月21日 3回

川越市社協

川越市地域包括ケア推進課

鴻巣ごちゃまぜの会
鴻巣市

（約11.8万人）
2024年2月11日 2回 こうのす共生病院

所沢ごちゃまぜの会
所沢市

（約34.4万人）
2024年3月24日 2回

埼玉県立大学→鮎川で継続

（立ち上げを支援）

志木ごちゃまぜの会
志木市

（約7.6万人）
2024年11月30日 1回

志木市共生社会課

志木市社協

くまがやごちゃまぜの会
熊谷市

（約19.2万人）
2025年2月1日 0回 熊谷市在宅医療支援センター

注1. 人口は、総務省「令和6年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」より引用。



４. 医療・介護と福祉の連携に向けて

ー熊谷市でのモデル試行ー
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司会は熊谷市医師会地域包括ケア担当理事の大塚貴博先生。書記は熊谷市職員。

①熊谷市医療介護連携推進及び認知症施策推進会議体制構築部会

②熊谷市生活支援体制整備協議会

高齢者の足（移動）の問題。移動スーパーやデマンドタクシー等が議論されている。

地域包括ケアの推進に向けた会議の開催風景（熊谷市）

出所）松本浩一：地域課題のタネ、どう見つけている？どう伝えている？、関東信越厚生局令和６年度第2回 地域包括ケア事例研究会

（開催日：令和６年 11月 19日）、講演資料を一部改変



『熊谷市医ケアキッズ支援連携会議』の
様子。昨年度からスタート。市内の医ケ
ア児に関わる行政（市役所、保健所、
母子、保育所等）、放課後デイ、医療、
特別支援学校など

医療的ケア児 受け入れフロー図
基幹病院と熊谷市医師会で共有

医療的ケア児・家庭が抱える課題解決を検討している様子

19
出所）熊谷市医ケアキッズ等支援連携会議（開催日：令和5年2月10日）より提供



地域包括ケアの推進に向けた既存の会議とごちゃまぜの会の融合を目指して
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